
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 令

和
八
年
七
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参

議

院

憲

法

審

査

会 

一
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
は
、
立
憲
主
義
及
び
法
の
支
配
並
び
に
憲
法
の
定
め
る
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
恒
久

平
和
主
義
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
、
徹
底
的
に
審
議
を
尽
く
す
こ
と
。
ま
た
、
立
法
措
置
に
よ
っ
て
可
能
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
審
議
を
尽
く
す
こ
と
。 

二
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
は
最
高
法
規
の
憲
法
を
国
民
主
権
の
基
本
原
理
に
基
づ
き
確
定
す
る
民
主
主
義
の
根
幹
を
成
す
手
続

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
民
の
投
票
機
会
が
最
大
限
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
附
則
第
四
条
第
一
号
に

関
す
る
検
討
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
。 

ま
た
、
令
和
三
年
改
正
に
お
い
て
既
に
措
置
さ
れ
た
期
日
前
投
票
と
繰
延
投
票
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
政
府
に
お
い

て
は
、
国
民
投
票
の
実
施
に
際
し
て
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
と
公
職
選
挙
法
が
定
め
る
選
挙
の
制
度
趣
旨
の
相
違
を
十
分
に

踏
ま
え
、
国
民
の
投
票
機
会
の
確
保
が
最
大
限
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
に
運
用
す
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

三
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
そ
の
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
最
高
法
規
の
憲
法
を
定
め
る
主
権
の
行
使



で
あ
り
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
に
お
け
る
公
平
及
び
公
正
の
確
保
は
国
民
主
権
原
理
か
ら
の
要
請
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
附

則
第
四
条
第
二
号
に
関
す
る
検
討
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
発
展
・
普
及
と
そ
れ
ら
の
弊
害
な

ど
の
国
民
の
投
票
行
動
を
め
ぐ
る
劇
的
な
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
主
権
者
た
る
国
民
の
自
由
意
思
が
ゆ
が
め
ら
れ
、
国
民

投
票
の
結
果
が
正
当
性
を
欠
く
こ
と
等
と
な
ら
な
い
よ
う
、
法
改
正
を
始
め
と
す
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

四
、「
選
挙
運
動
に
関
す
る
各
党
協
議
会
」
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、
公
職
選
挙
法
及
び
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
に

よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
侵
害
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
画
像
等
が
掲
載
さ
れ
た
文
書
図
画
を
頒
布
す
る
者
の
表
示
義
務
、

②
選
挙
に
関
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
者
の
責
務
、
③
大
規
模
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
が
講
ず
べ
き
選
挙
の

公
正
に
対
す
る
悪
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
、
④
大
規
模
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
公
表
事
項
の
追
加
に
係
る
改

正
事
項
を
踏
ま
え
、
国
民
投
票
の
公
平
及
び
公
正
の
確
保
の
た
め
に
法
改
正
を
始
め
と
す
る
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

五
、
国
民
投
票
広
報
協
議
会
が
行
う
憲
法
改
正
案
の
国
民
に
対
す
る
広
報
に
関
す
る
事
務
に
関
し
て
は
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
等
へ

の
対
処
の
必
要
性
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
協
議
会
の
役
割
の
在
り
方

等
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。 



六
、
本
附
帯
決
議
で
新
た
に
付
さ
れ
た
項
目
を
含
め
、
平
成
十
九
年
の
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る

附
帯
決
議
及
び
平
成
二
十
六
年
の
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決

議
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
そ
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
各
項
目
を
精
査
し
、
そ
の
実
施
も
含
め
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。 

七
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
は
、
国
会
法
第
百
二
条
の
六
に
定
め
る
憲
法
審
査
会
の
所
掌
事
務
で
あ
る
日
本
国
憲
法
及
び
日
本

国
憲
法
に
密
接
に
関
連
す
る
基
本
法
制
に
つ
い
て
広
範
か
つ
総
合
的
に
調
査
を
行
う
こ
と
が
、
憲
法
が
そ
の
趣
旨
ど
お
り
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
憲
法
違
反
の
事
実
な
ど
が
生
じ
て
い
な
い
か
と
い
う
日
本
国
憲
法
の
施
行
、
遵
守
の
状
況
に

関
す
る
事
項
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


